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今
a
、
烈
公
憂
し
と
名
の
付
く
も
α
は
、
そ
の
数
、
十
指
を
屈
す
る
以
上
の
多
き
に
の
ぼ
り
、
そ
の
檬
は
、
ま
さ
に
…
戦
時
中
、
盛
況
を

き
わ
め
た
統
制
會
肚
や
螢
團
に
と
っ
て
代
ら
ん
と
す
る
が
ご
と
き
槻
を
呈
し
、
世
は
や
が
て
「
公
團
時
代
し
を
現
出
す
る
に
あ
ら
す
や
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
備
汐
而
し
て
こ
れ
が
蒋
建
維
濟
下
、
旋
業
の
復
興
を
は
か
り
、
民
生
の
安
定
を
期
す
る
た
め
、
そ
れ
に
必
要
な
統
制

．
並
に
蕎
事
業
を
行
う
政
府
近
似
の
噺
企
業
形
讐
t
て
生
誕
蓄
と
と
は
、
自
か
暴
く
生
煎
並
に
配
給
の
諸
分
野
に
各
種
「
公
團
し
｝

　
の
存
在
を
見
受
け
し
め
る
實
情
に
あ
る
が
、
ご
、
』
に
は
專
ら
物
資
の
適
正
配
給
に
關
す
る
業
務
途
行
を
目
的
と
す
る
「
配
給
公
團
」
に
限

　
つ
て
論
麗
し
、
他
は
一
幕
考
慮
の
外
に
活
き
、
必
要
に
鷹
じ
膨
れ
て
ゆ
く
こ
と
エ
し
た
い
の
で
あ
る
．
換
言
す
れ
ば
「
濠
業
復
興
公
回
し

　
（
昭
和
二
十
コ
年
五
月
一
日
設
立
）
の
ご
と
く
塵
業
設
備
ま
た
な
費
材
の
整
備
や
活
用
を
は
か
り
、
　
以
て
産
業
の
速
か
な
復
興
を
促
進
せ
ん

　
と
す
る
も
の
、
ま
た
「
船
舶
公
團
」
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
二
鷺
設
立
）
の
ご
と
く
船
舶
ま
た
は
船
舶
用
資
材
の
確
保
や
活
量
に
關
す
る

、
業
務
を
行
い
、
以
て
戦
後
海
趣
の
速
か
な
復
興
を
促
進
せ
ん
適
す
る
も
の
、
更
に
「
偵
格
調
懸
命
癒
し
（
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
疑
設
立
）
の

ご
と
く
重
要
物
資
（
他
の
公
葬
の
取
扱
管
外
の
も
の
）
の
満
管
等
の
適
正
な
調
整
に
託
す
る
業
務
を
行
う
も
の
、
更
に
ま
た
「
特
別
調
達

聴
」
（
昭
和
コ
十
二
年
八
月
十
六
B
設
立
）
の
ご
と
く
、
公
團
と
寄
せ
ざ
る
も
、
こ
れ
と
姉
妹
平
分
に
立
ち
、
蓮
墨
黒
ま
た
は
政
府
の
需
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
　
　
　
　
　
　
鐸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

る
建
造
物
及
び
設
備
も
螢
繕
並
び
に
物
資
及
び
役
務
に
指
す
る
業
務
を
行
う
も
の
一
等
は
、
時
に
配
給
業
務
に
關
係
す
る
こ
と
あ
っ
て
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甑
コ

も
、
直
健
特
定
纂
の
享
買
取
、
・
・
享
販
運
行
澄
め
叢
け
ら
廃
も
の
に
あ
ら
竃
ゆ
え
、
，
あ
論
述
の
劃
象
む
除
く
ビ

と
、
し
た
い
の
で
あ
る
。
術
、
、
「
貿
易
講
公
園
」
も
分
れ
て
「
鑛
工
品
貿
易
公
團
」
ム
昭
和
二
十
二
年
詫
月
二
十
七
澱
設
立
）
、
「
繊
維
貿
易
公
團
し
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．
δ
昭
和
二
十
二
年
竃
月
ご
十
七
疑
設
立
）
、
　
「
食
糧
貿
易
公
噛
し
（
昭
和
二
十
二
年
鳴
瀬
二
十
七
日
設
立
）
、
　
「
原
材
料
貿
易
公
等
」
h
昭
和
一
、
一
十
二
年

五
月
ご
＋
七
彩
設
立
〉
の
四
つ
差
な
か
、
そ
の
業
務
が
主
と
し
て
物
資
の
壷
買
で
あ
る
．
と
こ
ろ
よ
り
、
一
種
の
「
配
給
貰
手
ト
と
看
帯
し
得

る
屯
の
で
る
る
が
、
し
か
し
そ
の
目
的
が
專
ち
輪
出
入
に
志
す
る
粟
務
を
行
う
と
乏
に
あ
る
ゆ
え
、
こ
れ
も
，
一
儲
、
本
格
的
な
つ
鷹
給
公

麗
し
と
匠
別
し
て
、
．
形
式
上
山
論
外
に
お
く
こ
と
製
し
た
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
瓦
に
取
扱
わ
ん
と
す
る
「
配
給
公
團
」
と
ぼ
n
專
ら
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葉
の
轟
物
資
の
整
配
給
に
關
盛
業
を
行
う
謹
を
晶
乏
し
、
ゴ
そ
の
愛
書
、
享
販
婆
藥
協
て
馨
蕩
で
ゆ

っ
て
幽
す
で
た
今
日
ま
で
設
立
さ
れ
た
も
の
は
、
　
「
石
油
配
給
公
團
」
（
昭
和
二
十
二
年
六
易
二
臼
設
立
）
馬
「
配
炭
公
風
ご
（
昭
和
二
十
二
年
六

月
一
跡
設
立
、
．
亜
淡
部
門
同
年
七
肩
一
睡
設
立
〉
、
　
「
肥
料
配
給
公
團
し
へ
昭
和
二
十
二
年
七
月
十
五
田
設
立
累
「
食
糧
配
給
公
謝
し
（
昭
和
二
十

三
垂
皇
吉
雄
、
v
「
轟
齢
給
特
装
夏
干
ご
年
重
王
総
婁
）
、
耐
料
配
給
公
遡
囎
至
言
葺
悪
讃

難
、
鴻
油
遺
憾
耳
塞
（
昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
一
臼
設
立
〉
肇
「
量
器
禽
し
（
昭
摯
＋
三
年
三
月
晶
臓
設
立
み
八
公
璽

あ
る
が
、
戴
以
下
こ
れ
ら
を
論
述
の
封
象
と
し
て
、
い
っ
た
い
こ
れ
ち
公
團
は
、
、
い
か
な
る
面
繋
輕
濟
的
要
講
に
も
と
づ
い
て
生
成
さ
れ
た

も
め
で
あ
る
か
、
そ
の
過
程
を
眺
覧
て
悪
態
の
把
握
に
努
め
、
以
て
そ
の
現
時
的
軍
器
性
を
明
か
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
最
曝
配
給
公
團
の
創
設
・

．
配
給
公
等
は
、
上
記
の
ご
と
き
そ
れ
ら
取
扱
物
資
の
種
魏
よ
9
み
て
も
察
知
さ
れ
る
通
り
、
今
日
の
職
後
輩
平
冠
」
藤
業
の
復
興
を
は
、
．

か
り
、
．
民
生
の
安
定
を
期
す
る
℃
と
を
本
來
の
目
的
と
七
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
現
實
的
に
は
か
ム
る
目
酌
逡
成
の
た
あ
’

特
に
発
給
公
團
が
創
設
ざ
れ
た
鞍
懸
輕
濟
的
理
由
が
存
在
す
る
筈
で
む
る
・
蓋
し
あ
ら
ゆ
る
解
櫛
的
組
織
膿
が
こ
の
醗
脅
に
生
誕
し
隅
更



馬

に
成
長
を
つ
璽
け
て
ゆ
く
に
つ
い
て
は
、
・
必
ず
や
そ
れ
に
和
當
の
理
由
、
す
な
わ
ち
福
二
の
就
會
心
根
捺
が
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
な
く
し
て
突
如
、
生
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
海
、
そ
れ
が
時
に
一
部
の
入
の
二
瀬
的
矯
想
に
よ
っ
て
設
け

ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
は
限
ら
す
、
し
か
し
そ
れ
が
著
し
く
現
實
の
就
金
的
根
標
を
歓
く
場
合
に
は
与
欝
然
、
砒
動
的
に
有
琳
な
る
機
能

を
獲
毒
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
將
來
へ
の
獲
展
も
な
し
難
く
、
や
が
て
慶
滅
の
藩
命
に
陥
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
配
給

公
團
亦
ヒ
れ
が
例
に
洩
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
我
が
載
後
に
お
け
る
新
企
業
形
態
と
し
て
特
異
の
存
在
と
な
れ
る
に
つ
い
て
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

｝
必
ず
や
覇
當
の
理
由
と
し
て
、
．
細
評
機
根
振
の
あ
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
そ
れ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
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す
で
に
別
記
の
拙
稿
「
灘
細
心
劇
化
と
配
給
紅
織
」
に
お
い
て
論
述
せ
し
通
り
、
配
給
公
團
の
創
設
さ
れ
た
現
實
の
漱
會
的
根
振
を
一

言
で
即
せ
ば
、
そ
れ
は
戦
後
に
お
け
る
「
配
給
組
織
の
就
勧
化
的
動
向
」
に
存
す
る
も
の
と
甘
い
得
．
す
な
わ
ち
從
來
行
わ
れ
て
き
た
民
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聞
の
自
治
的
統
制
の
否
認
と
、
こ
れ
に
代
る
官
臆
統
制
の
強
化
を
行
う
た
め
の
必
要
性
に
存
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
噂
然
ら
ば

何
故
、
か
く
も
一
見
、
経
濟
民
・
説
化
に
逆
行
す
る
が
ご
と
き
政
策
が
と
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
要
す
る
に
、
乏
し
き
資

－
源
、
資
材
を
有
数
に
活
用
し
て
急
速
に
欝
濟
復
興
を
は
か
る
た
ぬ
に
は
、
戦
時
中
も
し
く
わ
そ
れ
以
上
の
強
き
統
制
を
以
て
、
物
資
の
配

給
を
適
正
に
行
う
の
必
要
あ
る
に
拘
わ
ら
す
、
從
來
の
、
配
給
統
制
會
溢
や
統
制
紺
二
等
に
み
た
短
身
の
自
治
的
統
制
に
あ
り
て
は
、
物
資

・
の
横
流
れ
を
生
じ
て
需
要
者
へ
の
物
資
不
渡
を
き
駕
す
こ
と
多
く
、
所
期
の
目
的
達
成
に
困
難
を
み
る
こ
と
少
く
な
か
っ
た
爲
、
こ
れ
が
統

制
の
金
字
を
す
べ
て
中
央
の
官
聴
に
集
申
レ
て
配
給
の
適
正
罫
描
を
は
か
る
に
如
か
す
、
併
せ
て
私
的
猫
κ
の
禁
止
に
よ
り
、
民
…
腿
の
配

給
統
制
機
關
無
題
存
慰
し
得
ざ
る
に
至
つ
だ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
轟
而
し
て
か
く
の
ご
と
き
配
給
紐
織
の
就
會
化
的
要
講
が
初
め
て
我

　
が
政
府
施
策
上
に
と
ら
れ
た
の
は
、
・
か
の
「
指
定
生
産
資
材
割
當
手
量
離
塁
ご
（
昭
和
二
十
一
年
十
瞬
月
二
十
臓
公
布
内
閣
訓
令
第
十
號
、
尉
日
’

施
行
）
を
制
定
し
て
、
石
…
炭
、
㌦
無
憂
等
十
七
品
日
に
つ
ぎ
、
　
從
來
の
旧
聞
統
制
團
膿
や
地
方
長
官
に
よ
る
割
當
を
塗
し
て
、
経
濟
安
定
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

部
及
び
中
央
主
務
官
聴
に
お
い
て
行
う
こ
と
蕊
し
た
時
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
勘
既
存
の
統
制
機
關
を
解
出
し
て
政
府
出
資
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の
新
統
制
機
關
を
設
置
す
る
之
と
が
、
政
策
乏
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
あ
誰
艶
一
f
昭
和
二
十
丸
年
十
一
月
十
九
臼
の
照
臨
閣
議
に
お
い
て
「

淡
定
）
。
當
時
か
譲
る
政
府
出
資
の
新
統
制
機
構
を
「
配
給
公
説
」
と
假
稀
…
し
て
い
た
が
、
物
寳
の
性
質
上
、
統
制
機
關
に
お
い
て
｝
手
買
『

　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
、
一
手
販
費
を
な
ず
を
頭
熱
と
す
る
も
の
隔
例
え
ば
石
炭
、
石
油
、
繊
維
曳
油
脂
、
化
藥
製
晶
、
食
料
鶏
姻
、
玉
壷
第
こ
次
襲
雛
顕
、
農
業
資

材
等
に
つ
い
て
談
け
ら
れ
る
こ
と
が
豫
定
さ
れ
、
ま
た
農
漆
・
顛
、
味
瞼
、
醤
油
、
筑
製
・
蝉
、
砂
糖
、
罐
詰
等
に
も
こ
れ
を
設
け
て
、
三
三
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い

・
の
配
給
培
い
て
は
．
既
存
の
饗
商
及
び
小
勇
着
用
す
る
旨
の
方
針
が
示
さ
彙
の
で
恵
た
。
胎
毒
局
の
推
移
と
共
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ド

政
府
は
維
濟
統
制
を
重
勲
的
且
徹
底
的
に
行
う
こ
と
N
し
、
物
費
醗
給
の
分
野
に
お
払
て
は
、
一
面
政
府
專
寳
制
の
鑛
張
を
は
か
る
と
同

時
に
、
他
面
、
配
給
公
祉
を
創
設
し
て
と
れ
を
配
給
統
制
の
骨
格
と
し
、
必
婆
に
慮
じ
「
配
給
公
就
越
し
の
ご
と
き
を
制
定
し
て
、
陶
の

法
的
根
篠
を
與
え
ん
と
す
り
る
機
遺
に
向
つ
た
の
で
あ
る
。
時
恰
も
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
一
鷺
、
蓮
合
軍
総
司
令
部
気
書
を
以
で
「
民
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冊
の
野
遊
統
制
機
關
の
存
置
は
こ
れ
を
許
さ
す
、
石
油
．
華
厳
等
最
緊
急
物
理
の
配
給
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
近
似
も
た
野
晒
形
態
に
よ

る
統
制
機
關
…
に
軍
勢
、
こ
れ
を
行
ふ
べ
き
」
旨
の
指
令
に
接
t
た
ζ
と
は
、
い
よ
い
よ
こ
れ
が
設
立
を
不
参
避
の
事
柄
と
な
ら
し
め
た
の

で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
，

・
　
か
く
て
翌
昭
和
二
十
二
年
に
入
筆
や
、
早
々
≒
配
給
公
説
法
」
案
煙
る
も
の
が
一
部
艇
公
表
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
（
註
記
i
I
昭
榔
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
で
　
へ

二
十
コ
年
　
月
八
雲
附
、
毎
藏
薪
闘
紙
掲
載
）
》
翼
に
聞
も
な
く
Y
名
を
「
配
給
公
臆
」
と
改
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
も
次
第
に
明
か
に
せ
ら
丸

で
嚢
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
二
十
二
年
一
月
二
十
七
日
に
開
催
せ
る
地
方
長
官
千
重
に
お
い
て
、
政
府
は
維
長
安
旗
本
部
案
の
「
経

濟
危
機
に
開
す
る
緊
急
劉
策
」
を
獲
表
す
る
紅
際
し
、
・
そ
の
配
給
野
戦
中
、
．
統
制
機
構
の
改
革
を
は
か
る
た
め
、
　
「
統
制
品
目
別
に
政
府

全
額
出
資
で
配
給
公
臆
（
假
講
）
を
新
設
す
る
か
、
ま
た
は
農
林
、
商
工
爾
省
に
專
費
局
を
設
置
し
、
政
府
が
直
接
、
配
給
の
責
任
を
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ご
う
し
「
こ
の
場
合
h
下
部
機
構
ぱ
、
石
淡
の
場
ム
期
は
來
端
ま
で
、
そ
の
他
は
從
來
の
問
屋
の
段
階
ま
で
官
吏
と
な
る
。
食
糧
の
柵
給
公
廃

　
を
つ
く
る
場
合
、
磨
製
の
食
糧
黒
鴨
の
よ
う
に
配
給
だ
け
で
な
く
、
集
荷
ま
で
取
扱
う
し
と
言
明
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の



　
ノ意
匠
鳳
そ
の
後
の
政
府
施
策
に
も
屡
々
み
ら
れ
、
・
例
え
ば
前
述
せ
し
「
指
定
生
濃
資
材
劉
盛
手
績
規
程
し
に
劉
慮
し
て
．
喪
要
食
糧
．
青

薯
写
物
．
生
鮮
魚
介
．
　
繊
維
製
品
等
の
ご
と
き
生
活
必
需
品
四
十
九
品
目
に
つ
き
制
定
さ
れ
た
「
指
定
長
給
物
資
配
給
手
績
規
薦
」
ハ
昭
和

二
十
二
年
二
月
十
五
臼
公
布
内
閣
訓
令
第
ヨ
號
、
・
同
臼
施
行
）
に
お
い
て
も
、
　
既
存
の
配
給
統
湖
機
關
を
慶
し
て
政
府
直
接
の
均
分
割
當
を
な

す
に
當
ゆ
、
一
、
配
給
公
些
し
を
政
府
導
賓
制
と
併
用
し
て
ゆ
メ
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
を
り
、
ま
た
「
指
定
生
産
資
材
割
當
規
則
し
ハ
昭
和
コ

畢
十
二
年
一
月
二
十
四
日
公
布
閣
令
、
商
工
省
令
、
農
林
省
令
．
大
壷
省
令
、
内
務
省
令
．
文
部
省
令
、
厚
生
省
令
、
愚
輩
省
令
、
運
楡
省
令
、
司
法
省
令
、

第
一
號
）
の
欄
定
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
の
指
定
生
産
資
材
知
る
物
資
を
定
め
る
附
表
第
一
號
の
公
布
施
行
（
昭
和
ニ
ナ
中
年
コ
月
十
五
日
）
に

際
し
、
踊
帯
の
配
給
統
制
會
就
と
法
的
關
蓮
を
も
つ
「
石
油
配
給
統
制
規
則
し
ば
か
十
五
砂
統
制
規
則
を
殿
難
じ
ハ
岡
附
則
第
二
條
参
照
）
、
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

．
一
手
買
取
．
一
手
販
費
を
行
う
統
制
愈
就
を
法
的
に
解
消
せ
し
め
、
以
て
配
給
公
聴
及
び
切
符
制
實
施
の
事
前
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ

る
．
も
と
よ
り
上
蓮
せ
し
と
こ
ろ
を
今
鷺
の
事
態
よ
り
見
て
、
す
べ
て
が
そ
の
通
り
に
進
ん
で
を
る
と
は
限
ら
す
晒
そ
こ
に
は
大
な
る
絹

違
の
あ
る
も
の
も
存
す
る
の
で
あ
る
が
．
と
に
か
く
、
か
く
し
て
當
初
の
配
給
公
融
一
本
建
蔽
は
、
途
中
攣
っ
て
歪
面
制
案
と
な
り
．
そ
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ゼ

の
他
の
制
度
も
考
慮
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
・
結
局
、
物
資
別
の
配
給
公
翻
案
に
改
め
ら
れ
、
ど
れ
に
必
要
な
法
案
作
成
が
経
濟
安
定
本

　
　
へ

部
と
關
係
各
省
と
の
闇
に
お
い
て
協
議
、
作
身
ゼ
ら
れ
、
議
會
提
出
へ
の
準
備
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
最
初
に
公
表
さ
れ
た
識
ど
思

わ
れ
る
の
は
「
石
油
配
給
摺
磨
法
」
案
で
あ
る
が
、
〈
註
記
一
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
一
日
附
、
湧
本
糎
濟
萩
聞
掲
載
）
、
、
こ
れ
は
そ
の
後
の

　
「
石
油
配
給
公
藩
法
」
の
原
案
と
な
れ
る
も
の
に
し
て
、
’
そ
の
聞
、
若
干
の
字
句
の
差
異
を
除
い
て
は
大
な
る
焦
慮
は
見
ら
れ
す
、
石
油

類
の
ヅ
手
買
取
、
一
手
販
費
を
行
う
政
府
出
資
の
公
法
人
を
設
立
、
役
職
員
を
す
べ
て
官
吏
そ
の
他
の
政
府
職
員
と
す
る
等
，
今
日
の
孔

油
配
給
公
團
と
同
一
、
内
容
の
も
の
を
設
立
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
而
し
て
こ
れ
が
そ
の
後
に
お
け
る
草
炭
、
肥
料
、
食
糧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
そ
の
他
重
要
物
贅
に
つ
い
て
設
け
ら
れ
る
配
給
公
嚥
…
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
口
留
の
注
日
を
強
く
ひ
い
允
の
で
あ
っ
た
．

　
そ
の
後
、
臼
時
を
維
過
す
る
こ
と
二
箇
月
を
出
で
す
、
鳶
職
を
通
過
ぜ
る
一
蓮
の
該
法
案
は
、
先
の
「
公
漁
〔
な
る
名
稻
に
と
も
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四



㌶

三
五

必
聴
臭
を
避
け
る
た
あ
っ
公
感
じ
と
破
め
ら
れ
、
綾
々
と
公
花
蕊
の
公
布
、
施
行
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
着
初
に
「
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

舶
公
界
法
』
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
八
欝
公
布
法
律
第
五
十
二
號
、
同
月
十
地
銭
施
行
図
が
鮒
撫
せ
あ
れ
、
次
い
で
ミ
つ
の
配
給
公
藩
法
ー
ト
胃
石

　
　
　
　
　
　
　
へ

，
油
配
給
公
無
法
」
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
五
田
公
布
法
律
第
五
十
五
號
、
・
同
年
四
月
十
七
疑
施
行
、
但
し
同
法
第
三
十
六
條
及
び
第
三
十
七
條
同
月
十
，

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

六
臼
施
行
）
、
　
「
配
炭
公
團
法
」
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
五
日
公
布
法
律
第
五
十
六
號
㍉
同
年
四
月
十
七
臼
施
行
）
及
び
「
肥
料
配
給
公
理
令
し
（
昭

和
二
十
二
年
四
月
三
十
臼
公
布
勅
令
第
街
七
十
ご
號
、
同
年
六
月
二
十
縫
施
行
）
が
他
の
八
《
團
…
法
た
る
「
濠
業
設
備
公
示
法
じ
（
昭
和
二
十
ご
年
四

月
十
五
霞
公
布
法
律
第
五
牽
七
號
、
同
年
四
月
十
七
臼
施
行
、
但
し
第
三
十
一
條
、
第
三
十
九
條
及
び
第
四
十
二
軸
同
年
五
丹
田
縫
施
行
）
、
　
ウ
貿
易
公

圃
麟
法
」
（
昭
和
，
二
十
二
．
年
四
月
十
五
礒
僻
公
布
…
法
律
第
五
十
一
く
輔
凱
、
・
同
年
四
月
十
ゐ
℃
寝
　
施
宥
）
、
　
「
槽
楓
格
姻
歴
数
凪
八
ム
園
粛
正
」
　
（
昭
和
一
山
十
二
年
四
一
月
十
山
ハ
臼
隔
公

布
法
律
上
六
十
二
號
、
同
縫
施
行
）
及
び
「
特
留
手
蓬
臆
法
」
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
コ
十
六
欝
公
衛
法
律
第
七
十
八
號
、
伺
年
五
月
十
臼
施
行
）
と

共
に
制
定
せ
ら
れ
．
術
そ
の
設
立
融
通
に
關
す
る
規
定
た
る
「
公
團
自
認
令
」
（
昭
和
ニ
ヂ
ニ
年
四
月
三
＋
饗
公
布
勅
令
第
百
六
十
八
號
、
．
同
縫

馨
拓
實
施
を
み
、
と
れ
に
も
と
つ
く
各
公
團
の
設
立
、
次
い
で
業
務
開
始
奮
さ
れ
、
こ
量
感
、
我
が
配
給
公
團
の
創
設
を
み

る
控
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
じ
て
か
盛
る
配
給
公
團
の
成
立
止
同
時
に
、
爆
そ
れ
ま
で
當
該
配
給
業
務
を
行
い
き
だ
れ
る
配
給
統
制
愈
三
等

が
す
べ
て
解
散
し
、
業
務
一
切
が
配
給
公
團
に
引
痴
れ
た
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
い
ま
ご
れ
を
簡
翠
に
蓮
ぶ
れ
獄
、
「
石
油
配
給
公
團
し

は
石
油
類
の
噌
手
買
取
及
び
晶
手
賓
渡
、
．
保
管
、
加
工
等
を
行
う
も
の
に
し
て
・
そ
の
成
立
と
同
時
に
從
來
の
石
油
配
給
株
式
會
激
は
解

散
し
、
ま
た
「
豆
炭
公
塾
し
は
石
炭
、
コ
ー
グ
ス
、
指
定
亜
炭
の
一
手
買
取
及
び
繍
手
工
渡
、
保
管
、
愚
闇
等
を
行
ヶ
も
の
に
し
て
．
そ

の
成
立
と
同
時
に
從
來
の
日
本
石
炭
株
式
禽
肚
、
北
海
道
・
東
北
・
童
言
・
東
海
・
近
畿
・
中
國
・
四
國
一
九
州
の
各
石
炭
販
養
株
式
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

肚
、
謄
本
亜
炭
株
式
會
耐
は
解
散
し
、
更
に
「
肥
料
配
給
公
團
」
は
肥
料
（
國
内
塵
及
び
質
入
蔽
）
の
ツ
手
買
取
及
び
　
手
車
渡
、
保
管
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

を
行
う
も
の
に
↓
て
、
そ
の
成
立
と
同
時
に
從
來
の
弱
本
肥
料
株
式
會
灘
ば
解
散
し
た
の
で
断
る
．
　
・
　
　
・
　
㍉

’

離



三
　
配
給
公
團
の
護
展
・

　
　
我
が
配
給
公
事
は
前
蓮
め
ご
と
・
ぐ
、
．
職
後
の
新
事
態
に
甥
薩
せ
る
新
企
業
形
態
と
し
・
て
　
ξ
膝
の
磯
・
足
を
み
、
後
は
た
穿
そ
の
十
全
な
る
．

　
駒
取
が
要
撃
せ
ら
れ
だ
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
後
、
生
産
の
増
張
や
國
民
生
活
の
安
定
を
は
か
る
た
め
ハ
物
資
0
流
通
秩
序
確
立
が
絶

　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
封
に
必
要
と
な
る
や
、
既
設
配
給
公
團
の
改
善
、
強
化
ど
、
他
の
必
要
分
野
へ
の
増
設
が
要
講
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
當

　
時
湘
直
面
せ
る
輕
濟
危
機
を
突
破
す
審
た
め
に
は
「
基
礎
的
な
生
塵
資
材
、
．
重
要
生
活
物
費
．
主
要
食
糧
な
ど
徹
底
的
な
統
制
を
必
婆
と
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ゑ
　
　
も
　
　
へ

　
す
る
重
要
物
資
ば
公
議
方
式
に
よ
っ
て
醜
給
を
確
保
す
る
」
（
昭
和
二
十
二
年
六
月
十
二
田
政
府
獲
表
「
纏
濟
緊
急
鍬
策
し
第
；
項
図
の
晶
）
こ
と

評
が
最
も
適
切
且
敷
果
的
な
方
策
と
考
烹
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
．
そ
の
後
㍉
間
も
な
く
こ
れ
が
勤
策
の
圓
満
逸
る
即
行
を
は
か
る
た
め
制
定

　
せ
ら
れ
た
か
の
「
流
通
秩
序
確
立
要
綱
」
（
昭
和
二
十
二
年
七
月
二
＋
九
日
閣
議
決
定
）
に
響
い
て
、
そ
の
「
實
施
要
領
し
中
、
配
給
公
團
は
、

・
統
制
方
法
の
改
善
を
は
か
む
上
に
お
い
て
重
要
な
も
の
と
し
で
探
り
み
げ
ら
れ
、
そ
の
た
め
次
の
方
法
を
以
て
公
團
の
改
善
と
張
化
が
行

吊
わ
れ
る
こ
と
製
な
っ
た
の
で
あ
る
㊤
　
“
、
　
、
，
一
　
～
　
蓬
、

　
　
↓
奪
公
團
の
業
務
活
動
を
活
濃
な
ら
し
め
る
た
め
に
次
の
よ
う
に
そ
の
蓮
用
を
欧
善
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
臼
詩
　
公
鳳
の
運
轄
資
金
の
調
達
を
倒
滑
に
す
る
た
め
甑
融
資
統
制
の
懸
鼻
に
際
し
て
、
復
興
金
融
金
庫
債
劣
の
市
申
消
化
な
ど
を
積

　
　
　
　
極
的
に
促
進
す
る
よ
う
な
方
法
を
講
ず
る
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，
　
　
　
　
継
　
、
・

　
　
．
回
、
公
團
は
一
時
的
な
形
に
お
い
て
の
み
圃
定
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
自
か
ら
そ
の
所
有
纏
を
取
得
す
る
と
と
は
で
，
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　　

@
濠
い
の
を
原
則
渉
・
G
．
西
し
か
し
保
受
備
、
輸
護
饗
華
務
軽
爆
う
し
て
も
必
禮
も
の
が
量
的
な
形
潅
利
回

’　

@
卑
で
き
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
團
の
主
務
官
臆
が
自
か
ち
乙
れ
ら
の
固
定
設
備
を
取
得
し
て
、
こ
れ
を
公
園
に
利

　
　
　
翔
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ピ
・
　
．
　
　
　
　
，
，
鉱
．
需
、
、
　
藁
　
　
’
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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鼎

　
　
囚
　
需
要
奢
が
多
数
あ
る
晶
筒
に
つ
い
て
は
、
配
給
業
務
を
園
滑
に
す
る
た
め
販
費
業
者
の
一
部
に
特
別
の
許
可
を
輿
え
て
、
公
團

　
　
　
㌦
の
代
行
販
費
入
と
七
て
活
動
さ
せ
る
。
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
～
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
げ
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
国
　
密
書
配
給
を
圓
滑
に
す
る
た
め
に
、
中
小
企
業
や
溝
費
者
の
組
織
す
る
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
協
同
解
合
を
」
心
肺
業
者

　
　
　
と
な
ら
ん
で
活
用
す
る
．
　
　
、
　
．
　
，

　
　
函
　
公
署
の
取
扱
晶
目
の
生
産
影
響
に
必
要
な
副
資
材
で
、
・
そ
の
取
得
の
た
め
に
他
の
方
法
が
な
坐
場
合
に
強
、
公
署
は
経
閉
安
定

　
　
ゴ
本
部
の
承
認
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
剛
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
も
生
産
業
者
を
援
助
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇒
　
公
團
の
蓮
螢
を
民
主
的
に
す
る
た
め
、
君
公
團
が
代
表
的
生
隆
業
者
、
酒
費
説
及
び
営
門
家
を
招
宴
し
、
そ
の
業
務
實
施
に
關
す

　
　
，
る
助
言
や
情
報
や
批
判
を
聞
く
よ
ヶ
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
～
　
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
倒
　
公
圃
に
竜
取
扱
最
目
の
販
費
業
者
に
封
ず
る
監
督
を
行
わ
せ
る
と
興
に
、
不
意
な
販
賞
業
者
の
保
有
品
に
封
ず
喝
強
制
買
上
の
責

　
　
　
任
を
負
わ
ぜ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
，
　
　
　
　
．
“
　
　
・
　
　
　
　
　
．
・
・
　
　
　
　
　
　
　
津

“　

п
@
徹
底
し
た
配
給
統
制
を
必
要
と
す
る
基
礎
的
生
慶
賓
杜
、
重
要
生
鮮
粉
資
及
び
主
要
食
糧
に
つ
い
て
は
公
簿
を
増
設
掛
る
の
㌧
次
の

　
　
｛
固
目
に
つ
い
て
は
直
ち
に
三
三
を
設
け
る
。
・
．
σ
り
　
食
品
　
　
吻
「
油
糧
　
　
㈲
　
酒
類
「
　
　
　
　
　
p
　
、
　
　
・

コ
ヒ
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
雌
「
公
訴
の
業
務
欝
欝
に
博
す
る
監
督
の
適
切
を
期
す
る
悔
め
に
必
要
が
あ
る
と
嚢
は
、
主
，
務
大
臣
は
そ
の
監
督
の
．
一
部
を
有
政
官
聴
？

　
　
　
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
乃
。
　
、
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
甲
　
　
『
　
　
F
　
，
　
・
　
　
　
　
・
、

　
か
く
て
配
給
公
團
の
方
式
に
よ
り
、
配
給
統
制
の
徹
底
を
撫
し
．
闇
市
場
の
撲
滅
を
行
う
こ
と
は
馬
謂
わ
ゆ
る
流
通
秩
序
の
確
立
を
は

　
か
つ
て
物
欲
と
賃
金
と
の
均
衡
を
き
た
さ
し
め
、
以
て
輕
濟
安
定
を
竜
陀
ら
す
最
重
娑
な
凶
子
と
言
挙
ら
れ
る
江
至
つ
陀
の
で
、
前
記
嬰
臣

．
斎
串
・
の
食
料
品
、
油
糧
、
酒
類
の
三
配
給
公
團
と
』
飼
料
配
給
公
團
　
（
以
上
、
國
會
に
怯
案
提
出
礁
備
〉
の
ほ
か
、
由
次
餓
螺
國
家
管
理
に
そ
な
え

　
て
鴻
業
公
團
（
假
爾
）
及
び
鐵
鋼
、
繊
維
、
皮
革
、
ゴ
ム
、
紅
化
成
品
、
驚
用
品
、
序
説
の
七
公
團
の
設
立
が
愚
母
さ
れ
た
の
寮
あ
る
の
も



し
と
れ
ら
の
公
費
が
全
部
設
立
さ
れ
た
と
せ
ん
か
．
そ
れ
は
既
設
の
配
給
必
團
と
併
せ
て
ハ
ほ
と
ん
ど
大
部
の
物
資
配
給
に
つ
き
公
團
の

・
取
扱
い
を
見
る
こ
と
》
な
夢
、
全
く
交
字
通
参
に
「
公
署
時
代
」
が
到
來
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
．
し
か
し
な
が
ち
、
か
嵐
る

公
團
の
全
面
化
に
と
も
な
う
統
制
の
慎
久
化
や
國
螢
事
業
の
蹴
田
遍
化
に
饗
し
、
こ
れ
乏
思
想
的
立
場
や
利
害
主
脈
を
異
に
す
る
人
々
め
側

よ
り
反
封
の
表
明
せ
ら
れ
る
こ
と
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
事
業
こ
の
だ
め
、
上
蓮
せ
し
配
給
公
團
を
以
て
流
通
秩
序
確
立
の
基
礎

　
　
　
　
　

と
す
る
政
策
は
、
豫
定
通
り
順
調
に
進
捗
せ
す
磁
器
タ
當
時
に
置
け
る
政
局
の
複
腰
窓
を
も
反
映
し
て
、
そ
の
塗
面
化
は
途
に
中
止
と
な

つ
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
友
封
の
理
由
は
．
婁
す
る
に
公
團
の
設
立
は
、
　
唄
面
に
お
い
て
、
か
の
戦
時
中
の
統
制
團
膿
に
み
た
ご
と
き
険
統

制
に
と
も
な
う
諸
種
の
弊
害
を
再
び
惹
起
せ
し
め
、
じ
か
も
そ
飢
を
永
績
化
せ
ん
ど
す
る
の
み
な
ら
す
．
他
面
、
政
府
全
額
出
資
の
公
法

人
た
る
公
署
暗
く
の
分
野
に
駆
け
ら
れ
盈
と
は
・
難
旨
本
経
濟
を
猷
愈
主
義
化
す
穎
基
肇
築
く
も
の
で
あ
戦
同
時
に
響

の
禁
止
に
も
反
す
る
こ
と
エ
な
る
と
言
う
の
で
あ
胤
。
も
と
よ
り
か
鑑
る
反
封
意
見
が
一
つ
の
立
場
を
固
守
し
悔
一
つ
の
利
雪
を
擁
護
せ

ん
疫
め
の
言
説
に
し
て
、
眞
に
欝
本
望
濟
今
後
の
動
向
を
察
し
、
そ
の
復
興
と
安
定
を
は
か
る
た
め
、
よ
く
事
態
を
吊
雲
し
て
藷
ら
れ
た

も
の
に
非
ざ
る
こ
と
、
拙
稿
「
輕
濟
説
層
化
と
配
給
組
織
」
に
お
い
て
論
難
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
現
實
に
は
上
記
の
ご
と
き
複

雑
な
る
政
局
忽
原
因
す
る
政
治
力
の
不
足
と
保
守
勢
力
と
の
強
大
と
に
よ
り
、
當
初
、
計
譜
惑
れ
た
通
勢
に
は
遠
出
に
實
現
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
か
の
「
茨
業
報
團
」
の
ご
と
き
、
國
家
管
理
下
の
炭
鑛
に
縛
し
、
資
材
そ
ρ
他
必
要
物
資
の
柵
給
事
務
を
行
う
に
あ
た
り
隔

壁
だ
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
に
拘
か
ら
す
・
上
証
の
ご
と
き
反
勤
の
ゆ
え
に
、
途
に
そ
の
。
設
立
を
み
す
に
絡
つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
前
記

の
食
馬
繋
等
の
e
四
公
團
と
♪
鐡
鍬
等
の
七
黒
影
に
つ
い
て
も
、
、
生
藤
の
増
強
と
民
生
の
安
定
の
た
め
、
・
甚
だ
露
要
な
も
の
と
し
て
そ
の
設
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

・
立
が
企
圃
さ
れ
た
に
拘
わ
ら
す
、
上
記
の
ご
と
嚢
反
封
礁
あ
い
．
　
一
時
（
昭
和
二
を
二
年
九
月
頃
）
、
公
報
制
度
の
根
本
的
槍
討
を
行
う
と

い
う
理
由
を
以
て
、
既
定
方
針
を
一
思
白
紙
に
か
え
し
、
改
め
て
新
構
想
の
も
と
無
封
不
可
歓
と
せ
ち
れ
る
主
食
Y
リ
ン
ク
物
資
（
澗
、

煙
草
、
嗜
好
贔
等
）
、
鐵
鋼
、
ゴ
．
ム
製
品
、
化
學
製
品
（
甘
昧
料
“
染
料
の
み
）
の
五
種
に
つ
き
、
配
給
…
公
團
を
設
け
る
と
言
う
が
ご
と
き
政
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囁
　
　
　
　
三
九

策
方
針
上
の
攣
更
を
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
、
下
心
に
計
叢
さ
れ
た
食
料
品
（
昧
囎
“
醤
油
、
ア
ミ
ゐ
酸
、
砂
糖
、
罐

諮
等
）
、
油
糧
（
油
脂
浅
油
脂
原
料
、
油
か
す
等
）
、
飼
料
及
び
酒
類
に
つ
い
て
配
給
公
認
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
蕊
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
法
制
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

。
と
一
し
て
「
酒
類
配
給
公
三
法
」
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
二
日
公
布
法
律
第
百
七
十
二
號
、
同
年
十
二
丹
十
一
磁
施
行
）
、
「
食
料
品
配
給
公
團

法
」
　
（
昭
聯
二
十
二
年
十
二
月
十
七
貰
公
布
法
律
第
二
薦
、
鳳
號
、
同
年
十
二
月
二
十
七
日
施
行
）
、
「
飼
料
配
給
墨
字
法
」
　
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十

七
臼
公
布
法
律
第
二
百
二
饒
．
同
年
十
二
月
二
十
七
縫
施
行
）
、
「
油
糧
配
給
公
孫
法
」
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
公
布
法
律
第
二
百
三
號
、
周

輝
＋
二
月
二
＋
者
施
行
）
め
製
を
み
．
ま
た
纂
の
無
轟
轟
止
し
て
、
食
糧
配
給
公
選
を
設
立
す
畳
め
、
「
食
草
理
蓄
改

正
」
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
三
十
臼
公
布
法
律
第
二
百
賦
十
七
號
、
同
鷺
施
行
）
　
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
，
而
し
て
と
れ
ら
五
つ
の
配
給
公

，
團
の
設
立
が
翌
昭
和
二
十
三
年
二
月
よ
り
三
月
鴎
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
ば
、
す
で
に
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
知
ぢ
れ
る
通
り
で
あ
る

が
、
ど
に
か
く
こ
れ
ら
の
成
立
に
よ
り
、
從
來
の
統
制
並
に
維
螢
機
關
で
あ
っ
た
地
方
食
糧
螢
團
を
ば
じ
め
H
本
廿
藷
馬
鈴
薯
株
式
會

就
、
日
本
澱
粉
株
式
會
就
t
大
山
本
酒
類
販
費
株
式
會
耐
、
各
都
道
府
縣
酒
類
販
費
株
式
會
耽
、
ビ
ー
ル
配
給
株
親
臨
耐
、
全
圃
昧
櫓
統

制
株
式
會
就
．
載
全
國
醤
油
統
制
株
式
會
就
．
日
本
罐
詰
株
式
禽
就
き
H
本
飼
料
株
式
會
就
、
帝
國
油
糧
株
式
會
蔓
物
凌
、
關
係
の
諸
愈
就

や
共
販
組
合
は
多
数
解
散
し
、
騨
こ
瓦
に
我
が
配
給
公
團
は
謂
わ
ば
第
二
の
獲
麟
期
に
入
る
こ
と
瓦
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
，
－
・

　
以
上
、
前
章
及
び
本
章
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
我
が
配
給
公
事
生
成
の
實
態
で
あ
、
る
。
と
れ
を
通
槻
す
る
と
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く

ぎ
、
厩
給
倫
居
れ
出
す
べ
く
し
て
生
れ
堪
、
嚢
す
べ
ぐ
し
義
巷
で
き
た
み
蓄
っ
て
、
そ
の
幾
に
は
雰
羅
會
的

根
糠
が
存
在
す
る
も
の
と
言
い
得
、
・
そ
れ
は
決
し
て
一
部
伽
人
の
思
心
的
卜
定
に
よ
っ
て
出
來
上
っ
た
も
の
で
は
柔
い
。
た
穿
そ
の
設
立

を
豫
定
さ
れ
な
が
ら
・
種
々
の
政
治
的
そ
の
他
の
理
由
に
ポ
リ
未
だ
蟹
現
せ
ざ
る
も
の
も
あ
る
た
み
、
そ
の
磯
展
が
必
ず
し
撫
認
で
あ

っ
た
と
は
稻
し
難
い
壽
で
の
こ
と
で
あ
る
。
果
し
て
そ
れ
む
が
實
現
す
る
や
否
や
、
．
ま
た
新
し
ぎ
も
の
が
設
け
ら
れ
る
や
否
や
、
こ
れ
は
・
’

・
全
く
今
後
℃
お
け
る
我
が
睡
夢
濟
の
推
移
、
特
に
産
業
上
に
於
け
る
生
産
資
材
や
國
民
生
活
上
に
お
け
る
生
活
必
需
紅
藻
の
供
給
三
態
に



よ
っ
て
定
ま
る
も
の
、
と
言
い
得
、
ひ
い
て
そ
れ
ら
の
生
産
或
は
喩
入
の
歌
津
如
何
忙
か
蕊
っ
て
い
る
の
で
あ
ズ
覧
も
し
こ
れ
ら
生
産
が
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
メ
ダ

然
振
わ
す
、
或
ば
輸
入
が
必
要
量
を
瀟
た
し
得
ざ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
が
配
給
に
つ
き
從
來
通
レ
の
計
鍵
化
を
必
要
と
す
る
た
め
3
配
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
お
　
ぬ

公
團
の
地
位
も
依
然
重
要
と
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
れ
と
反
勤
に
そ
の
供
給
が
甚
し
く
盟
富
と
な
り
、
何
等
計
書
化
の
要
を
み
ざ

る
場
会
に
は
鳥
そ
の
新
設
遇
，
搬
張
も
な
さ
れ
す
に
終
る
で
あ
ろ
う
。
と
乗
れ
今
後
、
か
製
る
事
態
の
ゆ
え
に
配
給
公
團
が
現
在
の
も
の
玖

上
に
設
け
ら
れ
る
と
と
が
な
い
と
し
て
も
、
現
行
の
各
公
團
法
が
共
通
的
に
規
定
し
て
い
る
ご
と
き
「
と
の
法
律
・
は
昭
和
二
十
三
年
四
月
．
，

　
一
ぼ
叉
は
経
濟
安
定
本
部
屡
止
の
時
の
何
れ
か
早
い
時
に
、
そ
の
馬
力
を
失
う
し
　
（
例
、
石
油
配
給
公
卿
法
第
三
十
條
、
・
配
炭
公
團
法
第
三
十

二
條
等
）
　
ほ
ど
、
そ
れ
ら
が
當
座
，
0
臨
時
的
機
翼
に
し
て
、
簿
命
の
甚
だ
短
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
正
當
と
嘗
い
難
い
の
で
あ
る
、
そ

れ
は
拙
稿
「
経
濟
祉
黒
化
と
配
給
糺
織
し
に
お
い
て
論
迦
せ
る
ご
と
く
、
今
日
の
配
給
公
器
は
配
給
組
織
の
野
曝
硬
化
を
は
か
る
試
金
石
と
内

し
て
の
重
要
性
を
有
し
、
し
か
も
か
㌧
る
説
含
化
の
動
向
は
止
む
こ
と
な
き
進
展
性
を
も
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
勿
論
、
こ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

h
は
現
在
の
配
給
公
團
の
ま
玉
で
あ
っ
て
は
な
ら
す
、
既
蓮
の
ご
と
き
慌
遷
化
機
關
と
し
て
の
娑
件
を
・
具
備
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

　
さ
れ
ば
と
て
一
部
に
お
い
て
、
保
守
論
理
を
納
得
せ
し
め
る
た
め
に
濯
い
燭
ら
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
然
か
く
短
命
で
は
あ
り
得
∵
な
い
こ
と

　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
　
　
、

は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
．
　
・
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
・
四
　
配
給
公
團
の
慧
義
　
　
　
　
ち
　
　
、
　
　
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
’

　
　
「
配
給
公
図
」
と
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
が
今
欝
有
す
る
粧
濟
的
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
に
よ
ρ
斎
一
鷹
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ヘ
へ

れ
得
る
と
と
で
あ
ろ
う
，
も
し
こ
れ
を
文
字
通
り
解
し
て
「
配
給
業
務
を
行
う
公
碧
し
と
言
う
な
ち
ば
、
‘
今
日
存
在
す
る
す
べ
て
の
公
團

は
、
多
少
と
も
配
給
業
務
に
關
係
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
そ
れ
ら
を
配
給
公
團
と
看
短
し
程
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
か

「
く
て
は
、
そ
の
意
義
を
甚
し
く
廣
か
ら
し
め
て
本
質
把
握
を
困
難
と
な
ら
し
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
．
ζ
瓦
に
特
功
の
物
資
配
給
を

四
〇
　
　
、
，

冴

ノ



／

四
一

固
有
の
業
務
乏
す
為
，
と
て
ろ
の
公
海
を
【
、
配
給
公
魚
し
と
み
て
、
、
そ
の
法
的
意
義
を
究
あ
て
ゆ
嚢
た
い
の
で
あ
る
．

　
配
給
公
團
、
は
こ
れ
を
法
律
的
に
み
た
場
合
、
現
在
存
す
る
石
油
、
石
炭
、
肥
料
、
食
料
品
3
油
糧
、
飼
料
馬
酒
類
の
七
配
給
公
三
法
及

・
び
主
要
食
糧
に
關
す
る
食
糧
管
理
法
の
規
定
に
し
た
が
い
、
次
の
ご
と
く
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
註
す
な
船
ち
配
給
公
團
ど
は
「
輕
濟

安
定
本
部
総
務
長
官
．
の
定
め
る
割
當
瘤
結
及
び
配
給
手
綾
に
從
い
．
特
に
定
め
る
物
資
の
適
正
な
藩
翰
に
關
す
る
業
務
を
行
う
を
と
を
月

的
と
す
る
公
法
人
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
を
分
説
ず
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
、
　
　
・

、
第
一
に
、
配
給
公
團
は
経
濟
安
定
本
部
総
務
長
官
、
の
定
め
る
割
當
計
書
及
び
配
給
手
紬
に
從
い
、
配
給
業
務
を
行
う
と
と
を
目
的
と
す

る
。
　
　
　
　
年
　
　
　
　
、
　
・
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

　
す
で
に
蓮
べ
た
る
と
て
う
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
今
H
の
経
濟
統
制
に
つ
き
、
長
府
は
全
面
的
に
自
か
ち
の
責
任
を
以
て
そ
の
，

　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

衝
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
と
れ
に
必
要
な
る
業
務
を
一
々
實
際
に
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
た
め
、
，
こ
ふ
に
自
か
ら
の
意
思

具
現
の
機
關
ど
し
て
公
團
を
設
け
、
そ
れ
を
實
行
せ
し
め
て
払
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
公
廷
の
行
う
業
務
が
す
べ
て
政
府
の
樹
立
す

る
幽
幽
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
憾
言
う
ま
で
も
な
く
．
す
な
わ
ち
今
鷺
の
焼
筆
老
吏
に
あ
覆
峨
最
高
の
企
鑑
機
關
と
謂
わ
れ
る
維
濟

安
定
本
部
の
総
務
長
官
が
定
め
る
割
當
闇
市
及
び
配
給
手
綾
に
從
っ
て
、
後
述
の
ご
と
費
配
給
業
務
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
維
濟
安
発
本

部
は
維
濟
安
定
の
た
め
の
緊
急
施
策
に
つ
を
・
指
事
立
案
の
基
本
に
關
す
る
事
項
を
掌
サ
、
關
係
諸
官
臆
の
上
に
立
っ
て
事
務
の
絡
合
・
，

調
餐
び
推
進
を
な
す
と
ピ
ケ
総
合
的
厳
器
御
厨
に
与
そ
の
霧
書
羅
裁
（
難
叢
を
以
て
充
て
る
δ
も
ギ
國
黎
臣

を
以
て
充
て
ら
れ
、
蔀
務
を
掌
理
す
る
も
の
で
あ
る
．
し
光
が
つ
て
そ
の
樹
立
す
る
物
資
の
配
給
計
器
（
一
年
或
は
四
面
期
の
割
當
及
び

垂
分
配
の
計
叢
）
は
冨
原
料
、
・
資
材
、
生
活
必
需
晶
の
何
れ
で
み
れ
、
す
べ
て
國
民
経
瀬
頭
燈
の
蒔
銭
的
見
地
か
ら
最
も
翼
果
的
な
活
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

な
し
得
る
よ
う
．
能
ヲ
か
ぎ
ウ
歪
確
且
綿
密
に
作
成
さ
れ
る
は
言
う
ま
で
も
な
く
．
こ
れ
に
も
と
づ
き
各
各
施
肥
臆
は
配
給
政
策
を
實
行

し
て
ゆ
き
施
ま
た
配
給
公
圏
も
配
給
業
務
を
行
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
、
か
く
て
配
給
公
海
は
政
府
の
施
策
を
潜
行
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る



け
れ
ど
も
、
自
か
、
瀧
絵
馬
を
樹
立
↓
、
配
給
政
繋
立
食
夢
ゑ
の
で
書
・
芝
峡
び
い
ξ
の
詳
覧
、
ま
た
運
璽
、
経
濟

　
安
定
本
部
総
務
長
官
の
全
面
酌
な
臥
灘
館
下
に
置
く
こ
と
製
な
塾
、
例
え
ば
定
款
・
業
務
方
法
・
羅
業
計
灘
・
資
金
計
鑑
・
役
職
員
の
報
酬

　
規
定
等
の
作
成
や
決
定
と
攣
更
に
つ
き
・
そ
の
認
可
を
受
け
し
め
．
或
は
そ
の
承
認
を
要
す
る
諸
事
項
を
定
め
、
或
は
ま
た
公
團
に
回
す
・

　
ゐ
監
督
命
令
の
驚
動
権
そ
の
他
の
愚
筆
を
同
長
官
が
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
配
給
公
團
に
は
．
ξ
維
濟
安
定
本
部
以
外
に
董
れ
そ
れ

　
の
主
務
官
磨
が
あ
塾
、
す
な
わ
ち
石
油
、
石
炭
の
爾
脇
詰
は
商
工
省
、
酒
類
一
配
給
斑
摺
は
大
智
…
省
、
食
糧
簡
食
料
品
鞘
肥
料
隔
油
糧
．
飼
、

覇
の
五
公
等
は
農
林
省
に
篤
し
．
必
要
の
範
虜
内
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
主
務
大
竃
の
監
督
を
受
匠
る
の
で
あ
る
。
～
而
し
て
が
く
重
複
的
監

督
を
受
け
る
は
偽
そ
の
運
螢
を
甚
だ
複
礫
、
困
難
な
ら
し
め
る
よ
ヶ
で
あ
る
が
、
事
實
上
は
運
螢
ゑ
般
の
基
本
的
な
指
導
監
督
を
維
濟
安

定
本
部
総
務
長
官
が
行
い
、
蓮
鶯
の
三
農
的
な
指
導
監
督
を
主
務
大
臣
が
行
う
と
と
義
な
っ
て
い
る
．

　
～
爾
．
配
給
公
国
が
上
記
の
ご
と
き
配
給
の
計
識
や
手
欝
欝
從
い
配
給
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
は
．
公
議
が
か
躍
る
醗
給
業

　
務
の
實
施
を
直
接
の
目
標
と
し
て
設
立
さ
れ
た
と
需
う
に
止
り
ハ
そ
の
本
來
の
日
的
が
前
章
に
て
既
述
せ
し
公
選
生
成
の
現
時
的
翫
一
義
に

ま
つ
漏
ら
砦
ご
と
く
．
物
資
の
適
正
配
給
を
通
達
、
旋
業
の
復
興
良
生
の
餐
を
は
か
る
に
あ
る
雪
転
誉
ま
で
も
な
い
窮
ろ
、

　
う
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
証
　
　
　
　
　
　
　
　
喚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
第
二
に
、
配
給
公
團
は
特
に
定
め
る
物
資
の
通
正
配
給
に
關
す
る
業
務
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
蓮
べ
た
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
今
貯
、
配
給
貌
制
を
要
す
る
物
資
は
濠
業
の
復
興
ど
民
生
の
安
定
に
二
三
な

逢
も
の
で
む
る
が
、
こ
の
う
ち
特
に
必
要
牲
0
大
な
る
石
油
ほ
か
七
種
の
物
資
に
つ
き
、
配
給
公
團
が
設
け
も
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ

れ
以
外
の
物
資
が
他
の
公
團
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
る
之
と
も
見
ち
れ
、
働
え
ば
船
舶
泥
画
に
お
い
て
船
舶
を
は
じ
め
船
舶
用
機
關
や
膿
襲
　
・

寝
撃
資
材
等
を
費
属
し
礪
ま
た
産
業
復
煕
ハ
公
團
に
お
い
て
産
業
設
備
即
や
資
材
の
費
買
、
’
潜
在
物
資
の
配
給
を
行
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
謂
わ
ば
廣
義
の
公
團
醍
予
報
に
薦
せ
七
む
べ
音
も
の
に
し
て
、
本
來
の
配
給
公
醐
の
取
扱
物
資
と
し
r
て
特
定
さ
れ
だ
も
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
四
二
　
　
　
、
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四
三

の
で
あ
る
．
こ
の
離
婁
の
差
異
は
、
、
里
雪
公
團
が
そ
の
行
ヶ
業
務
の
勤
象
が
直
接
、
物
資
で
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
臨
時
物
資
需
給
調
整
法
の
・

失
奴
乏
共
に
解
散
す
る
の
に
生
し
．
他
の
公
團
は
輝
濟
安
定
本
部
組
務
長
官
の
命
令
に
よ
っ
て
解
散
す
る
こ
と
忍
な
っ
て
い
る
顯
に
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
¢
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
　
　
　
「
　
，
　
　
　
．
　
．
　
　
．

　
次
に
、
ζ
れ
ら
特
定
国
資
の
適
正
配
給
に
關
す
る
業
務
と
は
、
政
府
の
配
給
計
書
や
配
給
戦
績
に
從
い
．
能
う
か
ぎ
り
適
正
な
晶
質
．

種
類
の
海
里
を
適
正
な
時
、
適
正
な
場
所
に
お
い
セ
配
給
す
る
と
こ
ろ
の
業
務
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
込
ま
各
配
給
公
報
法
を
通
饗
し
て

そ
の
主
な
る
も
の
を
あ
げ
る
と
左
の
通
妙
で
あ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
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毒

欄 ㈱
・
こ
の
う
ち
特
革
配
給
公
團
の
業
務
凝
し
て
重
要
す
べ
遭
も
の
は
、

び
一
手
費
渡
で
あ
っ
て
．
他
の
公
立
捲
る
船
舶
公
團
．
濠
業
復
興
公
事
．
債
格
調
諸
公
團
に
は
全
然
見
ら
れ
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。

よ
軌
、
配
給
点
葉
は
從
來
の
瀧
給
統
制
會
謎
や
食
糧
螢
團
に
代
っ
て
・
そ
の
配
給
業
務
を
行
う
猫
占
機
と
な
る
の
で
あ
・
る
が
配
、

ゆ
え
を
以
て
、

疹
て
の
配
給
猫
占
を
行
い
㌣
他
の
競
孚
者
を
併
存
せ
し
め
な
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
・
そ
の
猫
占
礎
は
法
律
に
よ
っ
て
與
え
ら
れ
・
專

萱
事
業
と
同
じ
く
、
一
種
の
法
的
猫
占
と
な
る
も
の
で
あ
る
極
め
、
私
的
猫
占
の
禁
止
を
行
う
本
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
レ
て
業
務

を
行
い
得
、
苔
む
し
ろ
之
の
ゆ
え
に
こ
そ
騰
今
縫
の
時
代
的
要
講
た
る
難
語
民
主
化
の
實
を
あ
げ
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
定
物
資
の
ヨ
物
債
磨
の
定
め
る
儂
格
に
よ
る
一
一
手
買
取
及
び
一
手
資
渡

、
特
定
物
費
の
保
管
、
槍
査
（
石
淡
）
及
び
加
工
（
石
油
）

特
定
物
費
の
配
給
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
慕

輸
塗
施
設
の
配
置
及
び
輸
逡
0
た
め
の
必
要
措
置

販
三
業
奢
の
指
定
　
　
・
　
　
　
、
－
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
覆
う
ま
で
も
な
く
e
の
公
定
磨
製
…
に
よ
る
當
該
物
資
の
一
手
買
取
及
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し
こ
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
そ
れ
が
か
の
「
猫
占
禁
止
法
」
の
規
定
に
抵
鱗
す
る
も
の
と
み
る
の
は
正
し
く
な
い
噴
蓋
し
配
給
公
團
は
當
該
物
資
に
つ
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へ

ま
た
目
の
保
管
や
㈱
の
輸
逡
も
、
．
配
給
職
能
申
の
時
間
的
並
に
場
所
的
需
給
の
調
節
作
用
と
し
て
や
適
正
配
給
の
蟹
現
の
た
め
重
要
な
も

　
の
ど
誉
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
術
、
国
の
販
費
業
者
の
指
定
と
は
、
石
油
、
肥
料
、
食
料
品
、
飼
料
・
．
油
糧
等
の
配
給
公
團
に
繋
れ
る
業
務

・
で
あ
っ
て
．
下
部
の
販
資
機
關
と
し
て
言
論
安
定
本
部
総
務
長
官
の
定
め
る
彫
漆
に
も
と
づ
き
、
商
工
大
臣
の
認
可
を
受
げ
て
卸
曹
業
瀞

並
に
小
費
業
者
を
指
定
す
る
こ
と
を
…
胃
う
の
で
あ
る
鱒
　
　
　
免
　
　
　
　
．
　
　
　
・
．
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
、
．
，

　
第
三
に
、
配
給
公
闘
は
公
法
入
で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯵

　
す
で
に
蓮
べ
た
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
配
給
公
團
生
成
の
理
山
は
從
來
の
．
民
訴
の
自
治
的
統
制
論
語
に
代
っ
て
、
政

府
類
似
の
性
格
を
も
つ
統
制
機
才
を
設
け
る
と
こ
ろ
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
，
こ
の
ゆ
え
を
以
て
す
べ
て
公
議
の
法
的
性
格
は
公
法
入
と
／

定
め
ら
れ
、
政
府
と
は
別
個
の
入
格
を
有
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
．
法
律
立
案
に
あ
寄
り
、
最
初
の
公
就
を
や
め
て
公
聴
と
改
め
ら

。
れ
た
が
、
し
か
し
．
「
鷹
」
・
と
言
う
と
費
は
、
そ
れ
が
富
騰
の
…
部
と
訳
解
さ
れ
る
お
そ
れ
あ
る
に
よ
り
、
こ
れ
を
避
け
て
公
團
と
改
め
ら

れ
た
の
で
あ
δ
汐
さ
て
公
法
入
と
は
、
國
家
の
・
も
と
に
、
國
家
よ
参
存
立
の
假
的
を
影
画
ら
れ
た
法
人
に
し
て
、
そ
れ
は
全
く
國
家
目
的

蓮
成
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
課
は
既
述
の
ご
と
く
國
整
経
濟
の
安
定
ど
い
う
こ
と
を
鼠
的
と
し
て
、
そ
の
達
成
を
は

か
る
た
め
設
け
ち
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
配
給
公
議
が
公
法
人
で
あ
る
結
果
は
、
そ
こ
に
種
女
の
特
色
が
み
ら
れ
る
。
先
ず
資
金
は
再
．

葉
金
と
急
撃
金
と
に
分
け
ら
れ
、
老
欝
欝
事
情
堆
す
、
前
者
は
発
獺
政
府
よ
り
出
資
せ
ら
喫
琶
、
書
淫
も
通
常
の
金
融
機

關
よ
夢
融
資
す
る
ζ
と
が
甚
だ
困
難
な
る
の
み
な
ら
す
．
・
更
に
蓮
螢
の
計
叢
化
を
は
か
る
必
要
に
鑑
み
．
復
興
金
融
金
庫
よ
の
融
通
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
ま
た
所
得
視
及
び
法
聴
視
の
課
せ
ら
れ
な
い
の
は
、
公
法
入
た
る
性
質
上
、
機
業
の
ζ
と
で
あ
ろ
う
3
更
に
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
　
　
聲

と
し
て
総
裁
購
入
v
、
刷
総
裁
（
鴎
人
）
、
理
事
（
二
人
望
）
、
監
事
£
救
世
）
が
置
か
れ
、
何
れ
も
主
因
董
に
よ
っ
て
任
命
せ
ら

れ
る
が
、
と
れ
ら
は
職
員
（
参
事
、
副
参
事
、
主
事
）
と
共
に
．
官
吏
（
各
省
の
嘗
吏
で
役
職
員
と
な
遜
る
者
）
、
そ
の
他
の
徴
府
職
損
（
民
聞
“

人
で
役
部
員
と
な
れ
る
者
）
と
せ
ら
れ
、
俸
給
を
全
部
國
察
よ
り
支
給
せ
ら
れ
る
と
伺
時
に
穐
官
吏
に
關
す
る
一
般
法
令
に
耀
わ
ね
ば
な
ら
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四
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四
五

ぬ
の
で
あ
る
（
但
し
、
主
務
大
臣
が
維
濟
安
定
本
締
総
務
長
嘗
の
承
認
を
受
け
て
給
銀
、
服
務
そ
め
他
必
要
な
事
項
に
關
し
て
特
例
を
定

め
た
と
ぎ
億
そ
れ
に
よ
る
）
。
そ
し
て
役
職
員
は
．
宮
吏
た
る
と
悔
そ
の
他
の
政
府
職
員
た
る
と
を
問
わ
す
、
そ
の
配
給
堂
廊
の
本
來
ρ

霧
た
る
生
嘆
配
給
に
心
す
る
誘
発
む
含
意
の
二
言
所
倉
・
。
ま
を
れ
ら
誰
そ
の
他
の
企
業
錯
楚
為
事
し
・
も
し
く

わ
そ
の
三
業
に
つ
き
、
叫
切
の
利
害
開
係
を
有
し
て
ぼ
な
ち
な
い
こ
と
Σ
な
っ
て
い
る
．
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
．
、
、

　
絢
．
配
給
公
事
は
上
述
の
こ
ど
く
政
府
類
似
の
性
格
を
も
ち
．
政
府
の
資
金
を
以
て
事
業
の
経
螢
を
し
て
眠
る
も
の
で
あ
る
が
．
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

し
公
團
は
轟
の
蔀
で
び
か
あ
、
そ
の
事
業
も
驚
の
直
纂
業
煮
ら
す
、
し
黍
3
．
講
事
業
高
禰
す
嚢
と
は
薫
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れ
な
い
隔
．
ざ
れ
ば
と
て
、
從
來
の
螢
團
の
ご
と
く
一
部
分
、
政
府
の
繊
資
を
受
け
、
騨
役
職
員
欧
政
府
の
監
督
下
に
あ
っ
て
も
官
萸
に
あ
飼

ざ
る
た
め
、
そ
の
監
督
の
充
分
に
行
き
わ
た
ら
ざ
る
も
の
と
も
異
り
、
謂
わ
ば
配
給
公
論
は
專
費
事
業
と
配
給
螢
團
と
の
中
閥
形
態
で
あ

る
と
回
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
．
（
昭
和
二
十
三
年
五
月
二
十
擬
秘
）

　
　
（
註
）
現
在
、
配
給
公
團
の
基
本
金
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
石
油
配
給
公
團
　
　
　
　
山
ハ
　
千
　
萬
　
圓
悶
　
　
　
　
　
　
　
　
配
　
　
黒
風
　
公
　
　
團
　
　
　
　
、
瓢
一
　
　
億
　
　
圓

　
　
　
　
肥
料
配
給
公
團
　
　
・
六
千
五
百
萬
圓
　
　
　
　
　
食
糧
配
給
公
團
－
　
　
八
千
萬
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
食
料
晟
配
給
三
三
『
　
二
千
萬
・
騒
，
　
　
・
　
飼
料
配
給
公
團
　
　
一
千
萬
圓

　
　
　
．
酒
類
配
給
公
團
・
　
三
千
萬
．
圓
　
　
　
影
油
糧
配
給
公
團
　

．
榊
千
禽
圓

　
附
記
r
こ
の
小
稿
は
別
の
拙
稿
「
纒
濟
斌
會
化
と
配
給
組
…
織
し
レ
昭
和
二
十
三
年
三
月
末
日
騰
稿
一
（
小
樽
纒
濟
專
門
學
校
創
立
三
十
五
周
年
詑
念

論
交
集
「
纒
濟
再
建
の
諸
問
題
」
第
二
集
）
の
前
論
的
部
分
と
し
て
執
筆
し
、
F
爾
者
併
せ
で
全
き
「
配
給
公
認
論
辱
を
構
成
し
よ
う
と
耐
難
し
た
め
で
あ

内
群
つ
た
が
ハ
そ
の
後
、
種
々
の
事
情
に
よ
ウ
、
右
の
詑
念
論
文
集
（
第
二
集
）
は
刊
行
不
能
と
な
っ
た
爲
、
掲
載
を
豫
定
さ
れ
た
拙
稿
竜
こ
れ
を
溺
の
形
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

獲
表
せ
ぎ
る
を
得
な
く
癒
っ
だ
。
こ
玉
に
寵
し
て
讃
者
諸
氏
の
諒
恕
を
乞
い
た
い
と
思
う
。
　
（
昭
和
二
十
三
年
心
月
曾
池
臼
校
正
蓄
髪
〉
．
　
　
乎

　
　
朔


